平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)野生動物総合対策推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当　　　   

電話番号：058-272-1111（内2701）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　 要求額：20,800千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


岐阜大学応用生物科学部内に県の寄付金による部門（教育研究組織）を設置し、野生動物の調査研究と鳥獣害対策にかかる施策立案、専門職員の養成を図る。

具体的研究・活動・期待される効果

（１）被害問題が大きい野生動物（哺乳類）に関する調査・研究

野生動物に関する情報収集（実態把握）、科学的データの収集・蓄積・分析・解析と予測及び政策提言

（２）施策の企画立案の支援

各特定鳥獣保護管理計画案の策定、見直し支援、モニタリング手法の開発と提案、課題の明確化

（３）現場対応の技術的支援

農林事務所、市町村担当者、地域住民の現場対応の支援

（４）人材育成

県担当職員の研修、狩猟者の確保と育成、県民向けセミナー等の開催による合意形成支援、相談窓口の設置

	２　所要経費


寄附金　　20,000千円

　　事務費　　　 800千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　 Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


県では野生鳥獣による人身被害の防止や農林水産業被害の軽減等を図るため、①生息地管理、②個体数管理、③被害管理の３つの観点から情報の収集、共有を進め、全庁的に施策を協議する岐阜県鳥獣被害対策本部（本部長：知事）を平成23年1月25日に設置し、部局横断的に対策を講じる体制を整備したところ。

	３　これまでの取組に対する評価


これまで県は、クマの放獣及び調査研究業務委託のほか、シカ等の特定鳥獣保護管理計画策定検討委員会及び鳥獣害対策チーム員会議のメンバーとして岐阜大学野生動物管理学研究センターに参画してもらう等、個別の事業において非継続的に助言指導を受けてきた。
今後、県鳥獣害対策本部が実施する各種施策をより効果的かつ実効性のあるものにするためには、野生鳥獣に関する県の専門職員の配置等、官学連携のもと、野生動物の総合的な調査・研究部門の設置が必要不可欠。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
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	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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